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四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有・無 

四半期決算説明会開催の有無 ：有・無 

（百万円未満切捨て） 
１．平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年3月21日～平成23年6月20日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

24年 3月期第1四半期 2,168 － △13 － △10 － △9 －
23年3月期第1四半期 － － － － － － － －

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年 3月期第1四半期 △0.62 －
23年3月期第1四半期 － －

（注）当社は、平成22年10月５日に単独株式移転により設立されたため、前年同四半期実績はありません。 

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

24年 3月期第1四半期 4,148 2,436 58.7 162.25
23年 3月期 4,182 2,445 58.5 162.87

(参考)自己資本 24年3月期第1四半期         2,436百万円 23年3月期         2,445百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
23年 3月期 － 0.00 － 0.00 0.00   
24年 3月期 －    

24年 3月期(予想)  0.00 － 0.00 0.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：有・無 

 
３．平成24年3月期の連結業績予想（平成23年3月21日～平成24年3月20日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円         ％ 百万円         ％ 百万円         ％ 百万円         ％ 円   銭

第２四半期(累計) 4,506 － △10 － △18 － △34 － △2.26
通  期 9,500 △1.8 50 － 36 － 20 － 1.33

(注)1 当四半期における業績予想の修正有無 ：有・無 
  2 当社は、平成 22 年 10 月５日に単独株式移転により設立されたため、第２四半期（累計）の対前年同四半期増減率は記

載しておりません。 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：有・無 

 新規  1社 (社名) アーク・フロント株式会社 除外 －社 (社名)  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有・無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有・無 

② ①以外の変更 ：有・無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年3月期1Ｑ 15,015,129株 23年3月期 15,015,129株

② 期末自己株式数 24年3月期1Ｑ 79株 23年3月期 79株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年3月期1Ｑ 15,015,050株 23年3月期1Ｑ －株

 
（注意事項） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信
（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

２．当社は、純粋持株会社であり、その業績はグループ会社間の内部取引によるものとなるため、個別業績及
び個別業績予想の開示は省略しております。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、本年３月11日に発生した東日本大震災により甚大な損失と影響

を受け、回復しかけていた景気は減速し、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 当社グループの主な市場である飲食・アミューズメント業界におきましても、原発事故による計画停電、食の風評

被害の問題から得意先は設備投資を延期又は中止するとともに、店舗における経費削減を一層強めており、当社グル

ープを取り巻く環境は極めて厳しい状況となっております。 

 このような状況のもと、当社グループ(当社及び連結子会社)は、新しい経営体制へ移行し、各事業会社の専門性の

追求と更なる経費削減を図りました。また、主力事業である内装工事事業において、受注・工程管理及び与信管理を

徹底するべく組織変更を含めた実行力ある体制づくりに取り組みました。 

 また、平成23年４月１日に、「店舗のトータルサービス」の一環として、得意先店舗の広告宣伝ニーズにも応えら

れるよう、広告代理事業を手がけるアーク・フロント株式会社をピーアークホールディングス株式会社より取得し子

会社といたしました。  

 この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高2,168百万円となり、営業損失13百万円、経常損失10百万

円、四半期純損失9百万円となりました。 

  

(注)当社は、平成22年10月５日に単独株式移転により設立されたため、前年同四半期比較についての記載を行ってお

りません。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

（内装工事事業） 

 主力事業であります内装工事事業におきましては、子会社の株式会社日商インターライフが展開しており、当事業

は、専業工事業務と総合工事業務により構成されております。内装工事事業の売上高は1,031百万円となりました。 

専業工事業務 

 専業工事業務におきましては、主要クライアントへの集中営業、組織活動の徹底に注力するとともに、与信管理

を徹底いたしました。売上高は、震災復旧工事もあり計画を上回りました。 

 この結果、専業工事業務の売上高は569百万円となりました。 

総合工事業務 

 総合工事業務におきましては、大手ゼネコンからの安定受注を図るとともに、受注・工程管理の徹底により売上

総利益率の改善に努めました。 

 この結果、総合工事業務の売上高は462百万円となりました。 

  

（情報通信事業） 

 情報通信事業におきましては、子会社の株式会社エヌ・アイ・エル・テレコムが展開しております。当第１四半期

は、夏モデルの発表に伴う買い控えがあったものの、スマートフォンを中心に販売台数は伸長いたしました。また、

ドコモショップ石神井公園店のリニューアルオープンにより来客数アップ、売上増を図りました。 

 この結果、情報通信事業の売上高は454百万円となりました。 

  

（清掃・メンテナンス事業） 

 清掃・メンテナンス事業におきましては、子会社のファシリティーマネジメント株式会社が展開しております。東

日本大震災の影響により予定していた空調工事の延期、店舗の休業による清掃業務中止などにより、売上高は計画を

下回りました。このような中、震災応急工事、震災復旧工事提案に注力するとともに、節電・エコロジー商品の提

案、空調オーバーホール、耐震工事監理業務等の受注に向けた営業を展開いたしました。 

 この結果、清掃・メンテナンス事業の売上高は311百万円となりました。 

  

（人材派遣事業） 

 人材派遣事業におきましては、子会社のディーナネットワーク株式会社が展開しております。東日本大震災、計画

停電等の影響を受け、得意先の店休、営業時間の短縮等により人材派遣は伸びないものの、人材紹介、新人教育研修

等の受注により売上を確保できました。 

 この結果、人材派遣事業の売上高は298百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（広告代理事業） 

 広告代理事業におきましては、当第１四半期より子会社となったアーク・フロント株式会社が展開しております。

東日本大震災の影響により得意先の広告宣伝が自粛され、売上は減少しておりますが、広告・商標権の管理等の請

負、デザイン等の内製率を高めることなどに注力いたしました。        

 この結果、広告代理事業の売上高は72百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて34百万円減少し、4,148百万円となりまし

た。これは、流動資産は未成工事支出金が減少したこと等により151百万円減少し、固定資産は建物・構築物等が増

加したこと等により119百万円増加したことなどによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べて24百万円減少し、1,712百万円となりました。これは、流動負債は支払手形・

工事未払金の減少や短期借入金の増加等により4百万円減少し、固定負債は役員退職慰労引当金が減少したこと等に

より20百万円減少したことなどによるものであります。 

 純資産は、四半期純損失を計上したこと等により前連結会計年度末に比べて9百万円減少し、2,436百万円となりま

した。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,190百万円となりまし

た。 

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は273百万円となりました。 

 これは、売上債権の減少額415百万円及びたな卸資産の減少額169百万円などの増加要因と仕入債務の減少額249百

万円及び法人税等の支払額38百万円などの減少要因を反映した結果であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は28百万円となりました。 

 これは主に、有形固定資産の取得による支出が58百万円、敷金及び保証金の差入による支出が34百万円あった一

方、子会社株式の取得による収入が50百万円、投資有価証券の売却による収入が9百万円、敷金及び保証金の回収に

よる収入が4百万円あったこと等によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果獲得した資金は99百万円となりました。 

 これは主に、短期借入れによる収入が純額で100百万円あったこと等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の連結業績予想については、概ね計画通りに推移しており、現時点においては、平成23年５月２日

の「平成23年３月期決算短信[日本基準](連結)」発表時の業績予想を変更しておりません。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 平成23年４月１日の株式取得に伴い、アーク・フロント株式会社を当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に

含めております。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。また、セグメント情報に

与える影響もありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年６月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年３月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,290,396 946,005

受取手形・完成工事未収入金等 1,188,745 1,556,976

たな卸資産 89,759 117,363

未成工事支出金 249,519 384,464

その他 164,449 127,799

貸倒引当金 △92,806 △90,711

流動資産合計 2,890,063 3,041,898

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 886,418 827,400

減価償却累計額 △583,681 △579,195

建物・構築物（純額） 302,736 248,204

機械・運搬具 20,867 17,267

減価償却累計額 △18,092 △16,851

機械・運搬具（純額） 2,775 416

土地 292,121 292,121

その他 108,677 68,906

減価償却累計額 △71,779 △52,078

その他（純額） 36,897 16,828

有形固定資産計 634,530 557,571

無形固定資産   

のれん 129,781 119,333

その他 211,391 203,157

無形固定資産計 341,173 322,491

投資その他の資産   

投資有価証券 108,713 108,672

破産債権、更生債権等 363,914 385,793

その他 203,556 168,118

貸倒引当金 △413,408 △423,188

投資その他の資産計 262,776 239,395

固定資産合計 1,238,480 1,119,458

繰延資産 20,201 21,390

資産合計 4,148,746 4,182,747
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年６月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年３月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 628,856 847,784

短期借入金 500,000 400,000

未払法人税等 11,332 33,456

未成工事受入金 4,866 19,983

賞与引当金 56,068 51,369

完成工事補償引当金 4,125 4,958

その他 400,831 252,916

流動負債合計 1,606,081 1,610,468

固定負債   

退職給付引当金 63,541 56,594

役員退職慰労引当金 37,541 49,393

その他 5,437 20,762

固定負債合計 106,519 126,750

負債合計 1,712,600 1,737,218

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,500,000 2,500,000

資本剰余金 219,221 219,221

利益剰余金 △283,181 △273,931

自己株式 △9 △9

株主資本合計 2,436,031 2,445,280

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 114 248

評価・換算差額等合計 114 248

純資産合計 2,436,145 2,445,528

負債純資産合計 4,148,746 4,182,747
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成23年６月20日) 

売上高 2,168,733

売上原価 1,761,727

売上総利益 407,006

販売費及び一般管理費 420,786

営業損失（△） △13,780

営業外収益  

受取利息 260

受取配当金 87

受取賃貸料 1,791

その他 6,682

営業外収益合計 8,822

営業外費用  

支払利息 3,676

その他 1,491

営業外費用合計 5,168

経常損失（△） △10,125

特別利益  

賞与引当金戻入額 7,034

役員退職慰労引当金戻入額 5,556

特別利益合計 12,590

特別損失  

固定資産除却損 4,200

特別損失合計 4,200

税金等調整前四半期純損失（△） △1,735

法人税、住民税及び事業税 12,912

法人税等調整額 △5,398

法人税等合計 7,514

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △9,249

四半期純損失（△） △9,249
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成23年６月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △1,735

減価償却費 12,465

退職給付引当金の増減額（△は減少） 53

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12,355

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,646

のれん償却額 4,078

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,685

受取利息及び受取配当金 △348

支払利息 3,676

固定資産除却損 4,200

売上債権の増減額（△は増加） 415,704

たな卸資産の増減額（△は増加） 169,982

仕入債務の増減額（△は減少） △249,678

未払金の増減額（△は減少） △18,318

その他 242

小計 315,635

利息及び配当金の受取額 606

利息の支払額 △4,027

法人税等の支払額 △38,633

営業活動によるキャッシュ・フロー 273,580

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △58,422

投資有価証券の取得による支出 △208

投資有価証券の売却による収入 9,452

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

50,792

貸付金の回収による収入 449

敷金及び保証金の差入による支出 △34,258

敷金及び保証金の回収による収入 4,625

その他 △1,363

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,933

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 500,000

短期借入金の返済による支出 △400,000

その他 △256

財務活動によるキャッシュ・フロー 99,743

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 344,391

現金及び現金同等物の期首残高 846,005

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,190,396
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 該当事項はありません。 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、純粋持株会社である当社を軸に各事業会社によって構成されており、各事業会社は、取り扱う

製品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、各事業会社を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「内装工事事業」、「情報通信事業」、「清掃・メンテナンス事業」、「人材派遣事業」、「広告代理事業」の５

つを報告セグメントとしております。 

 「内装工事事業」は、インテリア及び不燃下地等の販売・施工管理、商業施設の企画・設計・制作・施工管理を

行っております。「情報通信事業」は、携帯電話等の販売、移動体通信サービス販売取次業務等を行っておりま

す。「清掃・メンテナンス事業」は、建物内外の清掃請負・メンテナンス等を行っております。「人材派遣事業」

は、労働者派遣事業、人事事務（給与計算等）代行業務を行っております。「広告代理事業」は、広告代理事業、

広告宣伝に関する企画及びコンサルティングを行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結累計期間（自平成23年３月21日 至平成23年６月20日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（注）１．全社収益は、主にグループ会社からの経営指導料等であります。 

２．全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  

報告セグメント

合計
内装工事
事業 

情報通信
事業 

清掃・メンテ
ナンス事業 

人材派遣
事業 

広告代理 
事業 

売上高   

外部顧客への売上高  1,031,819  454,271  311,722  298,000  72,919  2,168,733

セグメント間の内部売上高
又は振替高  3,453  －  949  8,268  1,090  13,760

計  1,035,272  454,271  312,671  306,268  74,009  2,182,494

セグメント利益  △4,570  8,761  △2,973  △7,836  △5,071  △11,689

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  △11,689

セグメント間取引消去  5,000

のれんの償却額  △3,553

全社収益（注）１  43,198

全社費用（注）２  △46,734

四半期連結損益計算書の営業利益  △13,780
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 該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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